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日降水量、時間雨量の増加傾向
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1. １時間降水量 ５５００㎜以上の年間発生回数（１０００地点あたり）
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日降水量は100mm以上、200mm以上とも
有意な増加傾向

3.5日
（1901-1930年平均）

5.1日
（1978-2007年平均）

52.0日
（1978-2007年平均）

42.8日
（1901-1930年平均）

約1.5倍

全国51地点の観測値から求めたの日降水量200ミリ以上の年間日数。年々の値
（細線）と11年移動平均値（太線）を示す。

約1.2倍

気象庁資料より

3. １時間降水量１００１００㎜以上の年間発生回数（１０００地点あたり）
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時間雨量は、50mm、80mm、100mmともに
増加傾向。

※H20は９月２日までのデータによる気象庁資料より作成
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前線等の活発な活動に伴い、時間雨量100mmを超える局所的な集中豪雨により、洪水被害が
発生。愛知県岡崎市では１時間雨量146.5mm146.5mmの猛烈な降雨を記録した。

7月28日、石川県金沢市、富山県南砺市
における洪水被害

浅野川の氾濫により、金沢市で床上浸水500
戸、床下浸水1,467戸の浸水被害が発生。石
川・富山の両県において、55箇所の土砂災害
が発生し、20戸の家屋被害が発生。

浅野川大橋の流木堆積状況（金沢市）

小院瀬見雨量観測所（南砺市）において、時
間雨量132mm、芝原橋雨量観測所（金沢市）
において時間雨量114mmを記録

浅
野
川

●雨量観測所

なんと

こいんぜみ

小院瀬見

芝原橋

土砂災害により人家２戸一部損壊（南砺市）

8/30金沢市発表

※芝原橋雨量観測所（石川県）
※小院瀬見雨量観測所（国交省）

8月29日 矢作川水系伊賀川（愛知県岡崎市）等における
洪水被害

岡崎市では 床上浸水620戸、床下浸水705戸、幸田
町では、床上浸水24戸、床下浸水23戸の浸水被害が
発生。

岡崎市伊賀町の浸水状況 三河橋落橋 （竜泉寺川）

破堤箇所

赤川

破堤箇所

赤川

決壊箇所：矢作川水系赤川左岸

岡崎雨量
観測所

い が

9/10 17時愛知県発表

広
田
川

なんと

浅野川

平成２０年７月末及び８月末の局地的洪水被害

広
田
川

伊賀川

竜泉寺川

乙川

JR名古屋駅

名古屋港

3

平成２０年７月２８日 都賀川甲橋水位と降雨量

・都賀川流域周辺では14：30から15：00、特に永峰・鶴甲の14：40からの10分間に強い降雨
・甲橋水位局では降雨とほぼ同時の14：40から14：50の10分間で水位が1.34ｍ急上昇
・児童を含む5名が死亡、11名が救助、41名が避難

甲橋

永峰
雨量観測所

鶴甲
雨量観測所

中一里山
雨量観測所

自然の家
雨量観測所 六

甲
川

杣
谷
川

都
賀
川

第１回中小河川における水難事故防止検討ＷＧ 兵庫県説明資料より
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１４：４０
-０．３３m

１０分間で
１．３４ｍ
水位上昇

１４：４０ 水位：－０．３３m １４：５０ 水位：１．０１m

都賀川甲橋 水位上昇状況 （神戸市モニタリングカメラ画像）
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○7月28日の気象概況

▽近畿地方は、日本の南海上に中心を持つ太平洋高気圧に覆われ、日本海南部にある前線
に向かって暖かく湿った空気が流れ込みやすい状態であった
▽また、上空に寒気が入りこみ、大気の状態が非常に不安定であった
▽兵庫県南部では雷を伴った大雨となり、都賀川流域周辺でも急激に雨域が発達した

14：20 14：30 14：40 14：50

都賀川流域及び周辺
には雨は降っていな
い

都賀川周辺に雨域が
発生・発達し、上流
域で雨が降り始める

都賀川全流域で雨が
降り、更に強くなる

強い雨が継続
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出典：国土交通省レーダ雨量観測結果に追記

都賀川の事故概要

（出典：神戸海洋気象台7月30日付気象速報に加筆）

観測から情報提供までに
要する時間
約１０分

5

ごく狭い地域に
数百ミリの雨量

一過性の大雨

台 風

台風等による大雨台風等による大雨台風等による大雨 集中豪雨集中豪雨集中豪雨 局地的な大雨局地的な大雨局地的な大雨

前線
積乱雲が同じ場所で
次々と発生、発達を
繰り返す

積乱雲が発生・
発達し移動する

・前線を刺激
・台風自らがもたらす大雨 等

数時間先の大雨の予測がある程度可能数時間先の大雨の予測がある程度可能

流域の小さい中小河川だけでなく流域の
大きい大河川において洪水氾濫が発生し、
大規模な水害が発生する恐れ

流域の小さい中小河川だけでなく流域の
大きい大河川において洪水氾濫が発生し、
大規模な水害が発生する恐れ

特徴特徴

雨量指標雨量指標

大雨の予測が困難大雨の予測が困難

中小河川において、出水時に必要な河川管理を行う
時間が取れずに浸水被害が発生する恐れ

中小河川において、出水時に必要な河川管理を行う
時間が取れずに浸水被害が発生する恐れ

数日間にわたって降る大雨 急な強い雨が数時間内で発生・消滅

１時間雨量、３時間雨量日雨量(24時間雨量、72時間雨量)、総雨量

中小河川において、急激な水位上昇に対応できずに
水難事故が発生する恐れ

中小河川において、急激な水位上昇に対応できずに
水難事故が発生する恐れ

（
河
川
局
作
成
）

流域の小さい中小河川の洪水氾濫や流域の大きい
大河川の内水による被害が発生する恐れ

流域の小さい中小河川の洪水氾濫や流域の大きい
大河川の内水による被害が発生する恐れ

局地的な大雨や集中豪雨への対応について
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現 状

Ｃバンドレーダにより全国をカバーし、降雨状況を実況監視しながら河川を管理

いわゆるゲリラ豪雨

都市部等で急速に発生・発達

局地的な大雨や集中豪雨の観測強化、情報伝達の迅速化

Cバンドレーダ
(国交省、赤城山)

携帯電話やパソコンによる提供観測データを処理し1kmメッシュデータに加工

H20.7.28神戸・都賀川のような
局地的豪雨に対しては、
現レーダ網による出水予測で対応不可

※着色箇所は国土交通省
Ｃバンドレーダによる観測範囲

観測から情報提供までに要する時間 約１０分

7

Ｃバンドレーダ網による観測とあわせて、都市域等にＸバンドレーダを導入し、降雨の実況観測を強化

※Ｃバンドレーダ（波長５cm程度）は広域的な降雨観測に適するの
に対し、Ｘバンドレーダ（波長３cm程度）は観測可能エリアは小さいも
のの局地的な大雨をリアルタイムに高精度で観測することが可能。

局地的な大雨や集中豪雨の観測強化、情報伝達の迅速化

Ｘバンドレーダ（中央大学）

Ｘバンドレーダの配置イメージ

詳細な降雨量分布の監視
250～500mメッシュで局所的豪雨の状況
を詳細かつ的確に監視

リアルタイム降雨情報の発信
10～20分間で急速に発達する豪雨に対し、
1分程度毎に最新情報を提供、河川管理に
活用

対応（観測体制の強化）
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局地的な大雨に対する監視の強化

豪雨

雨粒

雹

雨粒

降雨の発生
初期段階

豪雨へ発達し
た段階

発達

降雨開始

Ｃバンドレーダ（現状）による
降雨量観測

時間T

ＸバンドMPレーダによる
降雨量観測
（雨粒の大きさ、雨域の発達・移
動を詳細に観測）

 

広い範囲を
監視

対象地域を、高頻度、
高解像度で監視

ＸバンドレーダCバンドレーダ

◆配置予定箇所
関東、北陸、中部、近畿の４地域

（各２～４基、計11基程度予定）
H21年度補正予算により、中国、九州地方等に設置

◆スケジュール
平成21年度 設置
平成22～24年度 試験運用
平成25年度以降 本運用

局地的な大雨による水害や水難事故等を踏まえ、これまでのＣバンドレーダによる監視・観測の空間的・時間的
ギャップを埋めるため、三大都市圏等に高解像度のＸバンドＭＰレーダを整備し、空間的に250～500m程度、
時間的に1分程度毎の高解像度での監視、観測を行う

9

ＸバンドＭＰレーダと既存Ｃバンドレーダとの比較

○

立体的にスキャン
（雨粒形成過程の把握）

○

250～500m

1～2分（目標値）

1分（目標値）

・降雨の実況監視強化（狭域・詳細）

・雨域の発達、移動過程の観測

河川局

XバンドMPレーダ
（新規）

△（一部で実施）ドップラー観測
（風向の観測）

平面的にスキャンスキャン方法

△（一部で実施）二重偏波の有無
（雨粒の形状把握）

降雨の実況監視（広域）観測目的

1km提供するデータの

分解能

5～10分情報発表までの
タイムラグ

5分観測間隔

河川局

Cバンドレーダ
（既存）

レーダ種類

38
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ＸバンドＭＰレーダに関する技術開発コンソーシアム（仮称）について

【コンソーシアムにおける研究】
コンソーシアムでは、ＸバンドＭＰレーダの観測データ等を活用し、局地的な大雨や集中豪雨対策

に関する研究を実施。

○ＸバンドＭＰレーダ等から得られるデータ及びデータを利用して得られた研究成果の共有を
図ることにより、局地的大雨や集中豪雨対策の高度化を図ることを目的に設置します。
○コンソーシアムの参加者については公募を行います。詳細は
http://www.mlit.go.jp/river/gijutsu/gijutsukaihatsu/index.htmlに掲載しています。

○レーダ観測データによる定量的降雨量等の推定
→高解像度、高頻度及び高精度な観測を行うための研究

○降雨予測技術の高度化
→１時間程度先までの降雨予測技術等、より高度な降雨予測技術開発のための研究

○流出・氾濫解析の高度化
→高解像度レーダの特徴を活用した高詳細な流出・氾濫解析に関する研究

○避難情報等への活用
→河川管理者や利用者への警戒情報の高度化に関する研究 等

＜研究テーマ例＞

可能な限り早い段階で河川の氾濫等を予測することにより被害を最小化

11

水災害予報センターの開設

◇ 近年の観測史上の記録を上回る局地的大雨や集中豪雨等による洪水災害の多発等により、河川管理者に更な
る迅速かつ的確な対応が求められている状況を踏まえ、平成21年4月地方整備局に水災害予報センターを開設。

◇ これにより、新たに水災害監視・予測の実施や高度化、予警報・水位情報等に関する情報収集や情報提供、気
候変化による水災害への影響の分析・評価、都道府県河川管理者等への支援等を推進。

水災害監視及び情報提供の強化

緊急警報装置

）））

CCTVカメラ映像

ＩＣタグ

緊急アラームメールの配信

ワンセグ放送

洪水予測
リアルタイム洪水危険度

水災害予報センター

地上デジタル放送 直轄区間

指定区間

先進的な水災害予測システムの整備

気候変化のモニタリングや水災害リスク評価

入 間 台 地

氾 濫解 析 を 実 施 ・ 類 型区 分

イメージ

ＢＡ

Ｃ

Ｅ
Ｄ

Ｆ

潜在的犠牲者
発生指数

リ
ス
ク
増

例）災害による犠牲者の予測

・気候変化のモニタリングや水災害リスク評価により、気候変化によ
る水災害の増大が国民生活や社会経済に与える影響を明らかに
する

影響、脆弱度の評価氾濫解析

（イメージ）

・流域一帯となった適切な危機管理のため、分布型洪水予測や
内水も含めた洪水危険度、リアルタイムはん濫予測などの水災
害予測システムの整備を進める

レーダー観測

・高精度なレーダーや洪水予測システムを用いた水災害監視とともに、多様な伝達手段
による情報提供により、市町村や住民等の適切な判断や行動の支援を強化する

(左) 分布型流出モデルのイメージ
(中) 流域毎の洪水危険度表示のイメージ
(右) 高精度なはん濫シミュレーション結果のイメージ
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